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本田ようこといっしょに子どもの未来を考える会 発行

 

《ようこの９月議会一般質問》

② 子どもの安全という立場から教育長に伺う
市及び教育委員会として３回測定。
１回目：市内小・中学校校庭、0.09～0.12マイク
ロシーベルト・毎時。
２回目：プールの水に含まれる放射線物質の測定
３校。放射性物質は検出されていません。
３回目：校庭等の土壌中の放射性物質測定。市内
幼稚園、保育所、小学校、その他公園等の６ヶ所。
また、放射性物質や放射線量に関する測定結果を
各小・中学校を通し、保護者宛の文書を３回配布。
今後も国や県による測定結果及び政府の対策方
針を注視し、市関係部局との連携を図りながら、
子どもの安全確保に努めてまいりたい。

① 放射線量測定について、現在の幸手市の対応
１日２回、幸手市消防本部の屋上において測定。
６月には公立保育所３ヶ所、吉田幼稚園、小・中
学校13校、公園14ヶ所で測定実施。市のホーム
ページや公民館等の公共施設へ掲示。 

Ｑ．放射線量と子どもの安全について伺う

Ｑ．被災者・避難者の方々への支援について伺う

② これからの幸手市の対応
基本的には災害救助法の中で対応。市の独自の対
応は、避難生活をしている世帯に、上下水道料金
の基本料免除。
避難された方の各種相談窓口として、市民生活部
くらし安全課内に総合相談窓口を設置し、対応し
ていく予定。

今回の富岡町に被災者支援の経験を活かし、被災
者に対する支援マニュアル作成や、支援ボランテ
ィアに対応できる行政マンの育成が必要！

いよいよ秋の到来です。
スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋、食欲の秋…
皆さんはどんな秋をお過ごしですか？
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① 現在、幸手市で暮らしている被災者・避難者の
    方々の人数について
全国避難者情報システム登録：28名。男性10名、
女性18名。世帯14世帯。宮城県の方4名、福島県
の方24名。（老人福祉センターに避難されていた
方は含んでいない）

私はこう思う！

私はこう思う！

子どもの放射線感度は大人の３倍。だからこそ、
子どもの安全のため、各学校に放射線測定器を！

近隣市町放射線測定状況
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毎日2回・
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鍋の美味しい
季節になりましたね

私はやはり…
　食欲の秋です。



郵送ご希望の方、また「知り合いにも送ってあげて欲しい」という方はご連絡ください。

《10月30日は幸手市長選挙です！》

幸手市の未来の為に、大切な１票を
無駄にしないでください！

Ｑ．市政概要説明会について伺う

市政概要説明会の報告は、主要事業や質疑等を要
約した形で、８月号の広報紙及び同広報紙データ
版をホームページに掲載。紙面の都合上、すべて
の内容の掲載は難しい。また、一部の質疑につい
て既に事業を進めている施策などに関しては、直
接市長や担当部長から説明し、あえて掲載を見合
わせている質疑もある。

①「幸手駅西口」の解釈について
近隣の駅同様に、橋上駅舎を計画。このため、橋上
駅舎への通路である自由通路の西側の出入り口。

②駅舎については東武鉄道の所有物、幸手市とし
て出来ることがあるのか
幸手駅舎の改築は、請願駅としての整備。請願駅
とは、地元自治体等の要望により駅舎の改築、新
築を行うもの。費用については請願者側の負担。
（つまり、幸手市の負担）
自由通路は市の施設として維持管理、橋上駅舎は
東武鉄道で維持管理。
駅舎のデザイン、色、形、駅構内のバリアフリー対
策などの事項について協議。

Ｑ．幸手駅西口土地区画整理事業について

市政概要説明会の質疑は時間の関係で限られて
います。市民にとっては、直接、市長や担当部長に
質問できる年に１回の大切な機会です。だからこ
そ、残ってもその質問に答える熱意と、質疑をす
べて公表する懐の深さが必要、市民サービスです。

②南公民館で開催された市政概要説明会の質疑
で「西口開発の関係で、20年かけて125億円使っ
て、50年で借金を返して行くと聞いていますが、
東口開発は5年29億円で出来たので、125億円使
わずに29億円位で出来ないか？浮いたお金で、
国民健康保険を下げたり、公民館使用料を無料に
したり、福祉の方に充ててほしい。」ということに
ついて
東口は、既設の県道が整備され、下水道整備計画
などの街づくりが既に展開されている中で、道路
の拡幅と駅前広場の整備を行ったもの。駅の西口
地区の整備は、道路整備だけでなく県道幸手・久
喜線の整備や倉松川の拡幅などがある。区画整理
を実施することにより、県から負担金をいただき
県事業を呼び込むことが可能になる。駅前広場と
西口停車場線だけでは事業成立ができない。街路
事業としての事業実施は不可能。（平成22年8月
幸手駅西口土地区画整理事業施行規程を議決、
23年3月埼玉県認可）

私はこう思う！

③地方債（借金）の返還が平成72年までの50年間
　かかることについて、市長としての責任を伺う

地方債は、工事を実施した年度に、実施した工事
分に対して借り入れを行うこととなる。
したがって、最終年度に借入れた地方債が最長で
30年かかるということになる。
借金の返還がすべて平成72年度まで50年かか
るというものではない。
地方債の本来の目的は、その施設整備が将来にわ
たって効果を生ずるものであれば、現在の住民だ
けが一切の負担を負うものではなく、あえて地方
債を借りて、将来の住民にも負担していただくと
いう、世代間負担の公平という理念に基づいてい
る。
計画期間が長期間になる土地区画整理事業は、
５年ごとに計画を見直す。毎年度、議会で決算・
予算の審議をいただき、透明性のある事業を執行
して、責任を持っていきたい。

世代間負担の公平？きれいな言葉で言ってはい
るけど、子や孫に借金を残すということではない
でしょうか？
私は母として、こんなこと許せません！
圏央道の後に西口開発となっている資金繰り、
その圏央道の完成が延びると県から言われ、その
後の西口開発なら、やはり延びるのでしょうか？
５年待たずに見直しでは？

私はこう思う！

①市民一人一人の質疑をすべて市のホームペー
　ジに掲載し、市民に伝えることについて

権現堂の曼珠沙華

ただ今、見頃です(10/2)
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